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表
紙
の
写
真
は
、
太
田
地
域
の
藤ふ

じ

本も
と

俊し
ゅ
ん
ぺ
い
平
さ
ん
（
29
歳
）
で
す
。

　

藤
本
さ
ん
は
、
大
仙
市
の
東
部
新

規
就
農
者
研
修
施
設
で
２
年
間
研
修

し
、
農
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術

を
学
び
25
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し

た
。
就
農
後
は
花
卉
の
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
主
に
栽
培
し
て
お
り
、
冬

季
間
の
花
と
し
て
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス

を
選
択
し
て
い
ま
す
。
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
は
ハ
ウ
ス
４
棟
で
栽
培
し
、

６
月
上
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

時
期
を
ず
ら
し
な
が
ら
定
植
し
、
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
収
穫
し
て
い

ま
す
。
定
植
後
の
７
月
中
旬
頃
か
ら

芽
か
き
作
業
に
追
わ
れ
る
た
め
、
家

族
の
手
を
借
り
な
が
ら
管
理
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
冬
季
間
の
ラ
ナ
ン

キ
ュ
ラ
ス
は
ハ
ウ
ス
１
棟
で
栽
培
し

て
お
り
、
９
月
下
旬
に
球
根
を
植
え

て
11
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け

て
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
取
材
時

に
ハ
ウ
ス
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
冬
季
間
の
た
め
ハ
ウ
ス
の
温
度

管
理
に
は
最
新
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
外
出
中
の
急
な
天
候

変
化
や
定
期
的
に
換
気
を
行
わ
な
け

れ
ば
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と

気
が
気
で
な
い
そ
う
で
す
が
、
新
し

い
芽
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
お
り
、

そ
の
徹
底
し
た
管
理
で
、
綺
麗
な
ラ

ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
が
咲
い
て
お
り
ま
し

た
。
今
後
の
予
定
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
増
や
す
か

ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
と
並
行
し
て
葉
ボ

タ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
か
検
討
中
と
の

事
で
し
た
が
、
小
中
高
と
野
球
で
鍛

え
た
体
と
礼
儀
正
し
い
姿
勢
を
見
て

い
る
と
、
と
て
も
頼
も
し
く
何
に
挑

戦
し
て
も
高
い
品
質
の
商
品
を
出
荷

す
る
の
だ
ろ
う
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
藤
本
さ
ん
は
「
厳
し

い
農
業
情
勢
で
は
あ
る
が
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
報
専
門
委
員

　
　

玉
井　

慎
太
郎
（
中
仙
地
域
）

真剣なまなざしの選別作業

管
内
農
業
者
等
の
紹
介
①

高品質をめざして頑張る藤本さん
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大仙市地域農業の発展に大きく貢献大仙市地域農業の発展に大きく貢献　　秋田県農業会議会長表彰秋田県農業会議会長表彰

　昨年の11月１日に大仙市で開催された「秋田県農業委員会大会」で鈴木正雄委員（協和地域）が
秋田県農業会議会長より永年勤続農業委員として表彰されました。担い手への農地利用の集積・集約
化や遊休農地の発生防止・解消等、農業振興及び農地利用最適化に尽力し、地域農業の発展に大きく
貢献された功績が認められたものであります。また、全国農業新聞の普及
に貢献した優良農業委員
会として大仙市農業委員
会が表彰されました。
　同大会では、農地利用
最適化の推進と持続可能
な農業・農村を創るため
の政策が提案され、その
実現に向け更に取り組み
を強化していく事を確認
しました。

秋田県農業委員会大会秋田県農業委員会大会秋田県農業委員会大会秋田県農業委員会大会

受賞者を代表して表彰される鈴木正雄委員
【永年勤続農業委員】
鈴木正雄（協和）

現況届は忘れずに提出を!!
　現況届は、年金受給者が年金を受給するため必要な毎年の手続きです。
○現況届が届く時期は：現況届の用紙は農業者年金基金から５月末頃に直接受給者ご本人あてに
　送付されます。
○現況届の提出はいつまで：受給者本人が記入・署名し６月中に住所地の農業委員会へ提出して
　ください。代理人が記入する場合は「代理人の欄」も記入してください。
○提出を忘れるとどうなりますか：11月の支払いから提出されるまでの間、年金支払いが差し止
　められますのでご注意ください。
○記入を間違った場合は：間違った箇所に二本線を引き、余白に書き直してください。訂正印は
　不要です。
○受給者が亡くなっている場合は：現況届の提出は不要ですが、死亡届等の手続きをお近くのJA
　で行ってください。
○住所変更した場合は：現況届は新しい住所地の農業委員会に提出してください。また住所変更
　の手続きをお近くのJAで行ってください。
※　経営移譲年金・特例付加年金を受給している方については「自己チェック」を確認の上、必ず
　記入して提出してください。

詳しくは… 検 索農業者年金基金 https://www.nounen.go.jp
農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJAまたは農業者
年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人 農業者年金基金
●専門相談員
TEL:03-3502-3199

●企画調整室
TEL:03-3502-3942

農業者年金受給者の皆様へ
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　大仙市農業委員会では、令和５年度の農作業標準賃金及び料金表について次のとおり定めました。
　この表は、標準額ですので圃場状態や作業の難易度により当事者間で協議の上、決定する
目安としてご活用ください。（金額は、10％消費税が加算されています。）

令和５年度　大仙市農作業標準賃金・料金表

区　　　　　　分 単　位 金額（税込）円 備　　　考

トラクター

耕 　 　 起

整 理 田

10a

5,830
・細粒耕起作業の場合は別
　途協議願います。未整理田 6,520

畑 6,860

代 か き
整 理 田

10a
6,290

未整理田 6,750

田  植  機

田 　 　 植
整 理 田

10a
5,720 ・肥料、農薬は委託者負担

　とします。
・すみ植えは含みません。
・苗運搬は含みません。
・側条施肥田植機で農薬を
　同時散布する場合は500
　円上乗せとします。

未整理田 6,290

側条施肥田植
整 理 田

10a
6,290

未整理田 6,980

直 播 ― 10a 5,720 ・田植（直播）のみ。

苗　  　代 育 　 　 苗
緑 化 苗

１箱
560 ・農薬代は含みません。

・密苗単価は当事者間で協
　議願います。硬 化 苗 730

苗 　 　 　 運 　 　 　 搬 １箱 34

畦　　 畔　　 つ　　 き 片面１ｍ 40 ・圃場条件によります。

コンバイン

刈 　 　 取
整 理 田

10a
16,470

・すみ刈は含みません。
未整理田 17,620

一 貫 作 業
整 理 田

10a
29,290 ・一貫作業は刈取から調整

　までとします。
・色彩選別料は含まない。未整理田 31,460

籾 　 　 運 　 　 搬 10a 1,660

籾 　 　 乾 　 　 燥 60kg 1,060

籾 摺 り 調 整 60kg 500

籾 摺 り 調 整
 　 （ 色 彩 選 別 含 む ）  　 60kg 730

・色彩選別単独の場合は、
　330円／30㎏（税込）
　但し労賃は含まない。

地 　 上 　 防 　 除 10a（1回） 1,500 ・農薬代は含みません。

オ ペ レ ー タ ー 1 時間 1,300 ・作業種別ごとに協議願い
　ます。

一 　 般 　 作 　 業 1 日 7,000 ・作業時間は８時間とし、
　賄いはなしとします。

※未整理田とは30a未満の圃場をいいます。
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※１　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記しません。
※２　（参考）の平均額は、データ数による平均の値です。
※３　データ数とは、集計に用いた筆数です。				  

　地域における賃借料の目安となる実勢の農地賃借料情報を次のとおり提供します。
　大仙市農業委員会管内における令和４年１月から12月までに農地法及び農業経営基盤強化促進法
により締結（公告）された賃貸借における賃借料水準は次のとおりです。
　圃場の面積、形状、収量、日照、水利等の条件を勘案し、資材価格及び燃料費の価格
変動などを考慮して、貸し手、借り手の当事者間で協議のうえ、賃借料を決定する目安
としてご活用下さい。
※この情報は、１年間の平均を算出したものです。
※農地中間管理機構を通した案件も含まれております。

大仙市農業委員会農地賃借料情報

地　　　　域　　　　名 平均額 最高額 最低額 データ数

大曲、中仙、仙北、太田 13,000 21,000 500 3,720

神岡、西仙北、協和、南外 9,000 23,000 500 1,375

（参考）　大仙市平均 12,100 5,095

■田（水稲）の部 （10a当たり：円）

　農地を農地以外の用途にすることを「農地転用」といいます。その場合には農地法の転用許
可が必要です。転用許可を受けずに転用を行った場合は、農地法に違反することになり、原状
回復命令や罰則の適用等の処分を受けることになります。また、許可申請書を提出していても、
許可がおりる前に工事を始めることも違法です。この許可制度は、食料の安定供給の基盤であ
る優良農地の確保と農業以外の土地利用との調整を図り、農地転用を農業上の利用に支障が少
ない農地に誘導することを目的としています。農業者だけでなく、事業のために開発に携わる
人も農地転用許可制度を正しく理解して法令順守に努めましょう。転用する場所や事業内容に
よって、許可要件および申請書類が異なりますので事前に農業委員会事務局又は各分室にご相
談ください。

違反転用は許しません!!違反転用は許しません!!
―――――― 農地転用には農地法の許可が必要です。―――――― 
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事務局（神岡支所内）…0187-72-4611（直通）

大曲分室………………0187-63-1111（代表）

西仙北分室……………0187-75-2966（直通）

中仙分室………………0187-56-2325（直通）

協和分室………………018-892-3694（直通）

南外分室………………0187-74-3001（直通）

仙北分室………………0187-63-3003（代表）

太田分室………………0187-88-1115（直通）

許可申請の締切日等
各種申請書の提出締切日と許可書の交付日は基本的に
下記のとおりです。

申請内容 締切日 許可書交付日

農地の権利移動の許可
（農地法第３条）　　 毎

月
20
日
頃

翌月の総会終了後
１週間以内

農地転用の許可
（農地法第４・５条）　

翌月の総会終了後１週間以内
もしくは３週間以内

農用地利用集積計画に
関する申請　　　

翌月の総会終了後
１週間以内

買受適格証明申請 随時
受付

翌月の総会終了後
１～２日後

農業委員会へのお問い合わせは

消費税のインボイス制度について消費税のインボイス制度について
●インボイス（適格請求書）制度とは ――――――――――――――――――――――――――――――――――・
◦消費税は、農産物等を売った際に預かった消費税から、肥料等を買った際に支払った消費税を差し引いて（仕
　入税額控除）計算し、納税する仕組みとなっています。
◦買い手が消費税の仕入税額控除を行うためには、売り手が発行するインボイスの保存が要件となります。
◦売り手であるインボイス発行事業者は、買い手である取引相手（課税事業者）から求められた時は、インボイ
　スを発行しなければなりません。また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要があります。

●インボイスとは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・
◦売り手が買い手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。
◦具体的には、現行の「区分記載請求書」に「登録番号」「適用税率」「税率毎に区分した消費税額等」の必要事
　項の記載が追加された請求書や納品書、領収書等です。買い手は仕入税額控除の適用を受けるために、売り手
　であるインボイス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存が必要になります。

●インボイス制度のポイント ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――・
◦令和5年10月から事業者が仕入税額控除を行うためには、原則として、仕入先からインボイスを発行しても
　らい、保存しておく必要があります。
◦インボイスは、税務署長の登録を受けた消費税の課税事業者のみが発行できます。なお、免税事業者はインボ
　イスが発行出来ません。
◦売り手が令和5年10月の制度開始時にインボイス発行事業者となるためには、原則令和5年3月31日までに
　登録申請が必要です。（「令和5年度税制改正の大綱」が閣議決定され、令和5年9月30日までの申請は登録さ
　れることとなりました。）

●インボイス制度の特例 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・
◦「卸売市場」「農業協同組合」「森林組合」及び「事業協同組合」等に委託して農産物を販売する場合、出荷し
　た農業者のインボイス交付義務が免除されます。
◦農業協同組合への出荷の場合は、「無条件委託販売」かつ「共同計算方式」が要件となります。

●「取引」や「支払い」の事例 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・
◦課税事業者である集荷業者や飲食店と直接取引している。（取引先はインボイスがもらえないと仕入税額控除
　ができないので対応が必要です。取引先に確認して下さい。）
◦直売所やスーパー等の直売コーナーで販売している。（店舗によって対応が異なるため、出荷店舗に確認して
　下さい。）
◦農業協同組合へ出荷している（無条件委託販売＆共同計算）（農業協同組合がインボイスを発行するので、農
　業者の対応は不要です。
◦農業法人において構成員や地主等への農作業等の対価を作業委託費やほ場管理料、従事分量配当等として支払っ
　ている。（インボイス発行事業者になっていない法人構成員や地主、貸主に支払った経費は仕入税額控除できず、
　法人が納付する消費税額が増える可能性があります。なお、「地代」は消費税が非課税なので関係がありません。
※インボイス制度に関する詳しい内容については、国税庁のホームページ「インボイス制度特設サイト」やお近く
　の税務署にご相談下さい。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌

﹃
全
国
農
業
新
聞
﹄

◆
発
行
日　

週
一
回
︵
金
曜
日
︶

◆
発
行
元　

全
国
農
業
会
議
所

◆
購
読
料　

月
７
０
０
円

　
　
　
　
　
﹇
送
料
︑
税
込
み
﹈

◯
購
読
料
の
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払
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、
Ｊ
Ａ
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口
座
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落
し
が
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利
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◯
お
申
込
み
は
︑
農
業
委
員
会
事

　

務
局
ま
た
は
各
分
室
ま
で

令和５年１０月１日からインボイス制度が始まります！令和５年１０月１日からインボイス制度が始まります！
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DAISEN City Agricultural Committee Public Relations No.24   2023.47

　去る１月12日に神岡農村環境改善センターに於いて、大仙市議会「産業建設常任委員会委員」と「農
業委員」及び「農地利用最適化推進委員」との意見交換会が開催されました。当日は、髙橋徳久産業
建設常任委員会委員長をはじめ７名の委員の出席を頂き、意見交換を行いました。会議の冒頭に細谷
精悦農業委員会会長より各農業委員から提出された質問・意見を取りまとめた「要請書」が提出され
ました。また、農業委員等から多数の意見・要望があり、それに答える形で活発な意見交換が行われ、
今後の農地利用最適化等を推進する施策の改善に向け、大変有意義な会となりました。
　　「要請書」の内容は次のとおりです。
　１、中山間地域の農地の過疎化対策について
　２、（１）中小規模農家への支援について（２）スマート農業に対する支援について
　　　（３）大豆等の推進について
　３、個人経営農家への支援拡大について
　４、大仙市の農業施策の方向性について
　５、（１）物価高騰対策の恒久化について（２）農業後継者不足の解消について
　６、（１）水田活用の交付金見直しについて（２）地域農業を存続させる農政について
　　　（３）市道（農道）や河川沿いの雑木の伐採、撤去について

大仙市議会「産業建設常任委員会委員」との大仙市議会「産業建設常任委員会委員」との
意見交換会意見交換会

活発な意見交換する農業委員、農地利用最適化推進委員の皆さん

意見・要望に対して丁寧な回答をする産業建設常任委員の皆さん



第24号

た
え
は
十
分
に

あ
っ
た
よ
う
で

す
。「
忙
し
く

て
昼
ご
飯
が
午

後
の
遅
い
時
間

に
な
る
事
も
あ

る
け
れ
ど
、
毎

日
が
楽
し
い
」

と
語
る
髙
橋
さ

う
で
す
。
空
い
た
時
間
に
野
菜
栽
培

を
始
め
た
も
の
の
思
う
よ
う
に
栽
培

が
で
き
な
い
た
め
本
格
的
な
農
業
を

目
指
し
、
大
仙
市
の
新
規
就
農
者
研

修
施
設
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
昨
年

就
農
し
た
ば
か
り
の
農
業
１
年
生
で

す
。
現
在
は
ハ
ウ
ス
３
棟
に

ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
一
年
間
を
振
り
返
り
７

月
の
高
温
障
害
や
青
枯
れ
病

に
は
苦
労
し
た
も
の
の
、
Ｊ

Ａ
や
県
振
興
局
の
指
導
を
受

け
、
無
事
乗
り
切
り
、
手
ご

農
業
委
員
会
だ
よ
り【
第
二
十
四
号
】

■
発
行
／
大
仙
市
農
業
委
員
会

　

〒
０
１
９
ー
１
７
０
１

　

秋
田
県
大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
16
ー
３

■
編
集
／
大
仙
市
農
業
委
員
会
広
報
専
門
委
員
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
７（
72
）４
６
１
１

■
印
刷
／
㈱
秋
田
精
巧
堂

　

春
の
訪
れ
と
共
に
農
業
委
員
会

だ
よ
り
を
お
届
け
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
毎
号
工
夫
を
凝
ら
し
て
情
報

を
編
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

御
一
読
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
社
会

の
中
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

国
の
侵
攻
に
よ
り
、
世
界
経
済
が

混
迷
を
深
め
て
い
ま
す
。
食
料
を

生
産
し
て
い
る
農
業
も
肥
料
や
資

材
の
高
騰
に
よ
り
、
経
営
見
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
こ
そ
自
ら

の
経
営
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
分

析
し
、
改
善
す
る
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い

時
代
だ
か
ら
こ
そ
未
来
に
咲
き
誇

れ
る
経
営
感
覚
を
磨
い
て
行
け
た

ら
、
地
域
の
活
力
へ
繋
が
る
事
と

思
い
ま
す
。
末
尾
に
な
り
ま
す

が
、
令
和
五
年
が
皆
様
に
と
っ
て

明
る
く
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
専
門
委
員

　
　

小
松　

伸
一
（
仙
北
地
域
）

そろそろ あなたも マイナンバーカード！

集
編

記
後

8

　

神
岡
地
域
で
ト
マ
ト
栽
培
を
営
ん

で
い
る
髙た

か
は
し橋
麗れ

い

香か

さ
ん
（
50
歳
）
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
中
国
吉
林
省
出
身

で
平
成
16
年
に
国
際
結
婚
し
、
翌
17

年
に
大
仙
市
神
岡
地
域
に
嫁
い
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
ご
主
人
と
高
校

２
年
生
の
息
子
さ
ん
と
の
３
人
暮
ら

し
。
農
作
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「
毎
朝
２
人
分
の
弁
当
作
り
が
大

変
」
と
笑
い
な
が
ら
語
る
髙
橋
さ
ん

で
す
が
、
嫁
い
で
き
た
ば
か
り
の
頃

は
農
業
が
未
経
験
で
大
変
だ
っ
た
よ

最盛期を迎えたトマトの収穫

管
内
農
業
者
等
の
紹
介
②

ん
は
、
昨
年
の
「
種
苗
交
換
会
」
で

は
秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
。
更
に
は

自
動
車
は
無
論
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
農
業
簿
記
の
免
許
ま
で
取
得
し
た

頑
張
り
屋
で
、
今
年
は
、
さ
ら
に
栽

培
面
積
を
増
や
す
計
画
の
よ
う
で

す
。
今
後
も
、
異
国
の
地
で
奮
闘
す

る
髙
橋
麗
香
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

忙しいけれど毎日が楽しいと語る髙橋さん


